
祈りの友のみなさまへ                      ２０１４年６月

サボテン砂漠から太平洋をひと飛びすると新緑に映える瑞穂の国が待っていました。 成田空

港では 通関前の 階段で「お帰りなさい」の大きな サインをみると故国に帰ってきた実感がわい

てきます。到着ロビーにはリスナーの細川裕文さんが待っていて、さらに驚いたことには去年ス

イスに転勤した次男の祐二夫妻が姿をあらわしました。休暇をとってかけつけてくれたのです。

東京池袋の近くの石田宅に落ち着いて、夕飯には近くのお寿司屋さんからの出前でにぎり寿司

を いただきました。やっぱり「うまい！」。翌朝はまず淀橋教会の礼拝に出て挨拶をし、その

夜は久子の海老名の実家で泊まりました。ブラジルで「アンデスの声」の放送をきいていた繁田

由美子さんが帰国して娘さんのところに身を寄せているというので住所をたよりに姪の車でたず

ねていきました。 玄関で声をかけると本人が出てきて「まあ！」とびっくり。まさかと信じら

れない様子でした。 ２０１４年 「日本ふれあいの旅」はこうして始まりました。

地方でのリスナーの集いは岡山が最初でした。 植村昭男が場所をさがし周辺のリスナーに案

内を出してくださり、瀬戸内海をはさんで高松、小豆島からも来られ、恒松郁夫さんはなんと九

州の人吉市から夜行バスでこられました。地元の高校生藤原大樹君は若手リスナーの 代表とし

てみんなに期待されていました。

日本一の湖琵琶湖は米国アリゾナ州のグランドキャニオンと同じ長さだときいていたので、一

度は リスナーの集いをひらきたいと願っていたのですが、今年はその夢が実現しました。桑原

耕治さんのお世話で長浜市の湖畔レストランでBCLサミット級の方々にお話をお伺いすることが

できました。また、青年海外協力隊でエクアドルで奉仕された理学療法士の武富純子さんとも再

会できました。

淀橋教会では、関東地区の２０名余のリスナーの方々が集まられたので、日本短波クラブの大

武逞伯さんには最新レポートをしていただきました。参加してくださったリスナーの方々とのイ

ンタビューで時間はあっという間に過ぎてしまいました。BCLで報道の面白さを知って通信社に

勤めるようになった小嶋敦生さんは「アンデスの声」が縁結びとなり、日本貿易振興機構のエク

アドル初代駐在所長の三上賢悦さんとのインタビューも実現することができました。

仙台ではおなじみ駅前のレストラン「寿司勝」で特製づけ丼をいただきながらリスナーと歓談。

インタビューは幹事をつとめた秋葉浩之さんと選手交代。秋葉アナはマイク片手に見事な取材ぶ

りでした。二階座敷には群馬の鈴木義一さんが一番乗。「驚かせようと思いました。」といいな

がら貴重なベリカードのファイルを披露してくれたので、そのまま白石さんにお願いしてベリ特

番をつくってもらいました。

「日本のリスナーに会いたい！」その募るおもいを胸にHCJBオーストラリアから最高責任者

のデール・スタッグさんとメディア・マネジャーのデレック・キックブッシュさんのふたりが来

日しました。日本語放送がオーストラリアから奇跡的に再開されて満８年。忠実なリスナーに支

えられて年ごとにリスポンスがふえてきた日本語放送の実態をつかむための貴重な３日間でした。

１日目：淀橋教会表敬訪問して教会見学、スタッフ紹介、挨拶

日本短波クラブ理事 大武逞伯さんと歓談

      淀橋教会 峯野龍弘主任牧師、新川代利子副牧師と歓談

     ２日目：協力団体と打ち合わせ、東京駅周辺散策、那須高原教会一泊

                           ３日目：那須高原教会礼拝、リスナーの集い、 昼食＆交わり

    短い時間で限られた範囲でしたが、「 放送」という媒体で結ばれた者同志の親しい交わりを



することができました。とくにリスナー各自が教養豊かで、おだやかな人柄で、お互い同志も親

密な関係を保っていることが印象的だったようです。ちょうど夜の日本語放送が始まって、岩沙

一彦さんのパソコンからデレックさんの英語の アナウンスが飛びこんで画面に踊るように 音波

が流れたのを みたときには子供のようによろこんでいました。余興にオーストラリア放送の開

始シグナルだった「笑いカワセミ」の鳴声をきかせてくれ、オーストラリアを代表する「マチル

ダ」の歌も 仲良く二重唱で聞かせてくれました。地球の裏のブラジルから W杯の試合で日本チ

ーム惜敗のニュースがとどきましたが、 那須岳望む高原 のHCJBリスナーの集いに集まったリス

ナーの間では、BCLの意気がますます燃え上がりました。

新しい名称への移行については、いろいろと討議した結果、法的には問題はないので、HCJB
日本語放送を愛称として継続使用することに異論はない。現状では HCJB−尾崎はリスナーに定

着しているニックネームとして残した方が信頼性につながる。という結論に達しました。 これ

からもリーチ・ビヨンドは団体名。 放送は従来の HCJB 日本語放送の名前のままで 続けさせて

もらいます。                  
      

       リーチ・ビヨンド宣教師（HCJB 日本語放送担当      尾崎一夫

      （写真：栃木県那須高原教会（ハウス オブ レスト）集会場にて）


